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論 文 内 容 の 要 旨
透水性堤体の安定性を論ずる場合, 堤体内の浸透量についてはもちろん浸透流の動向, 特に貯水位の急
激な昇降による浸透流の変動が重要な問題になる｡ 本論文は, このような問題をとり上げ種々な境界条件






積を防ぐための時間差分 』t と鉛直断面差分 』Ⅹとの関係を理論的に解明している｡
(3)水平および下流さがり傾斜の不透水層上に設けられた各種断面形状の堤体内浸透 流 を relaxation











きている｡ 著者はこのような堤体内浸透流の研究に当り, relaxationme血od を応用してこれまで解明
されていなかった堤体内非定常浸透流に関する諸点を明らかにしたものである｡
すなわち, relaxation methodを浸透流の解法に応用するための基礎的研究として, まず水理学的解
釈による残余式を求め, いろいろな境界条件のもとにおける relaxationpatternを作成するとともに,
relaxationmethodを非定常浸透流の解析に応用するに当たって問題となる時間差分と距離差分との合理
的なとり方を理論的に明らかにしている｡ つぎに, これらの基礎的研究成果を援用して, これまで解析で
きなかった堤体内浸透流の自由水面形や浸透量におよぼす不透水層の傾斜度の影響を明らかにし, また堤
体が透水性基盤上にあるときの全浸透量および堤体内浸透流の自由水面形の求め方を提示している｡ さら
に貯水位の急激な昇降による堤体内非定常浸透流の発生過程や堤体下流面の浸出高さおよび浸出量の時間
的変動を明らかにするなど, 提体内非定常浸透流についての重要な問題点を解明している｡
これら一連の研究は水理学やダム工学上はもちろん, 土質構造物の設計およびダム完成後の貯水管理に
も有益な指針を与えるもので, 学術 ･技術の両面iこ貢献するところが大きい｡
よって本論文は農学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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